














































































































































2011年 4月 7日 センター運営会議
2011年 4月 18日 臨時センター全体会議
2011年 4月 25日 センター運営会議
2011年 5月 23日 センター運営会議
2011年 6月 27日 センター運営会議
2011年 7月 19日 センター運営会議
2011年 8月 10日 センター研究紹介発表会
2011年 9月 26日 センター運営会議
2011年 10月 24日 センター運営会議
2011年 10月 26日 部局評価ヒアリング
2011年 11月 28日 センター運営会議
2011年 12月 3日 センター公開講演会「途絶する交通、孤立する地域～人と地域の対応」
2011年 12月 26日 センター運営会議
2012年 1月 23日 センター運営会議
2012年 1月 30日 臨時センター運営会議
2012年 2月 19日 センターシンポジウム「聖典とチベット－仏のことばを求めて」


















































































































































































































































































度は、第 16号を刊行し、論文 12本を収録した。その内訳は、日ロ関係に関するもの 1件、




























特別推進 1件 （27,700,000円　間接 8,310,000円）
新学術領域 1件 （1,400,000円　間接 420,000円）
基盤 A　 2件 （8,800,000円　間接 5,550,000円）
基盤 B   5件 （14,500,000円　間接 4,350,000円）
基盤 C　 3件 （3,100,000円　間接 1,350,000円）
挑戦萌芽 2件 （2,000,000円　間接 600,000円）













































































































































































































度は、第 16号を刊行し、論文 12本を収録した。その内訳は、日ロ関係に関するもの 1件、
－ 20－

































氏　名 役　職 協　力　期　間 協力先研究科
寺山　恭輔 准教授 2000年 4月 1日～現在 文 学 研 究 科
高倉　浩樹 准教授 2003年 4月 1日～現在 環境科学研究科
栗林　　均 教　授 2003年 4月 1日～現在 環境科学研究科
岡　　洋樹 教　授 2003年 4月 1日～現在 環境科学研究科
柳田　賢二 准教授 2003年 4月 1日～現在 環境科学研究科
磯部　　彰 教　授 1997年 4月 1日～現在 文 学 研 究 科
瀬川　昌久 教　授 2003年 4月 1日～現在 環境科学研究科
明日香壽川 教　授 2003年 4月 1日～現在 環境科学研究科
明日香壽川 教　授 2000年 4月 1日～現在 文 学 研 究 科
上野　稔弘 准教授 2003年 4月 1日～現在 環境科学研究科
平川　　新 教　授 2003年 4月 1日～現在 環境科学研究科
石井　　敦 准教授 2005年 4月 1日～現在 環境科学研究科
石井　　敦 准教授 2005年 4月 1日～現在 文 学 研 究 科
鹿野　秀一 准教授 2001年 4月 1日～現在 生命科学研究科
石渡　　明 教　授 2008年 4月 1日～現在 理 学 研 究 科
後藤　章夫 助　教 1999年 8月 1日～現在 理 学 研 究 科
宮本　　毅 助　教 2000年 4月 1日～現在 理 学 研 究 科
平野　直人 助　教 2009年 6月 1日～現在 理 学 研 究 科
奥村　　誠 教　授 2006年 4月 1日～現在 工 学 研 究 科
大窪　和明 助　教 2009年 10月 1日～現在 工 学 研 究 科
工藤　純一 教　授 1996年 4月 1日～現在 情報科学研究科
佐藤　源之 教　授 2003年 4月 1日～現在 環境科学研究科


























































































スカフェ「東北大学リベラルアーツサロン」では、本年度第 10回から第 15回までの 6
回が開催された。第 10回が 6月 11日、第 11回が 7月 15日、第 12回が 9月 2日、第
















































A　教員等の配置、研究組織構成状況（2011 年 4 月現在）



















准教授 1996.12- 寺山　恭輔 ロシア・ソ連史、日露・日ソ関係史
准教授 2000.10- 高倉　浩樹 社会人類学、シベリア民族誌
助　教 1999.2- 塩谷　昌史 ロシア経済史、ロシアとアジアとの経済関係
助　手 2005.4- 徳田由佳子 科学技術、シベリア地域研究
モンゴル・
中央アジア研究
教　授 1999.10- 栗林　　均 言語学・音声学、モンゴル語学
教　授 2006.4- 岡　　洋樹 東洋史、モンゴル史
准教授 1997.4- 柳田　賢二 言語学、ロシア語学、言語接触の研究
中国研究
教　授 1996.10- 磯部　　彰 中国文学、東アジア文化史
教　授 1996.5- 瀬川　昌久 文化人類学、華南地域研究
教　授 2004.4- 明日香壽川 環境政策論
准教授 2001.4- 上野　稔弘 中国現代史、中国民族学
日本・朝鮮
半島研究
教　授 1996.5- 平川　　新 日本近世政治経済史
准教授 2004.10- 石井　　敦 国際関係論、科学技術社会学
地域生態系
研究 准教授 1997.4- 鹿野　秀一 微生物生態学、システム生態学
地球化学研究
教　授 2008.4- 石渡　　明 岩石学、地質学
助　教 1999.2- 後藤　章夫 火山物理学、マグマ物性
助　教 1997.5- 宮本　　毅 火山岩岩石学、火山地質学
助　教 2008.12- 平野　直人 地質学、岩石・鉱物・鉱床学、地球宇宙科学
地域計画科学
研究
教　授 2006.4- 奥村　　誠 土木計画学、交通計画
助　教 2009.4- 大窪　和明 地域計画学、物流計画、静脈物流
環境情報科学
研究 教　授 2001.4- 工藤　純一 環境情報学、デジタル画像理解学
資源環境科学
研究
教　授 1997.4- 佐藤　源之 電磁波応用工学 


























区　　　　　　　　　分 教　　授 准 教 授 助教・助手
教員の平均年齢　　　（2012年 3月現在） 55.9歳 47.2歳 38.1歳
教員の平均勤続年数　（　　　〃　　　） 12年 8月 12年 6月 7年 7月




D　研究支援組織の整備・機能状況（2012 年 3 月現在）
　　 所　　属 職　　名 氏　　名
事　務　室
文学部事務長 佐藤　克義





























氏　名 期　間 受入プロジェクトユニット名 受入教員
蝦名　裕一 2011.4.1～ 2012.3.31 歴史資料保全のための地域連携研究ユニット 平川　　新
斯 欽 巴 図 2011.4.1～ 2012.3.31 東北アジア民族文字・言語情報処理研究ユニット 栗林　　均
城戸　　隆 2011.4.1～ 2011.9.30 リモートセンシング研究ユニット 佐藤　源之
鈴木健太郎 2011.4.1～ 2012.10.31 東アジアにおける移民の比較研究ユニット 瀬川　昌久
































































Dendevin Badarch／ 2001.11.1～ 2002.2.14
 ：モンゴル科学技術大学学長





Fan-Niang Kong／ 2002.6.15～ 2002.10.14
 ：ノルウエー土木研究所




















S. V. Rasskazov／ 2004.7.1 ～ 2004.10.31
 ：イルクーツク州立大学教授
尹　豪／ 2004.6.1 ～ 2004.9.30
 ：吉林大学東北亜研究院・副院長
ミン・ビョンウク／ 2004.10.1 ～ 2005.2.10
 ：釜山大学校師範大学国語教育科教授
ウラジミール　ロマノビッチ　ベロスロドフ／ 2004.11.1 ～ 2005.2.28
 ：ロシア科学アカデミーシベリア支部無機化学研究所固体統計熱力学研究部門教授
フグジルト／ 2005.2.11 ～ 2005.5.31
 ：内蒙古大学教授　兼副学長
A. Yurlov／ 2005.3.1 ～ 2005.6.30
 ：ロシア科学アカデミーシベリア支部動物分類学生態学研究所主任研究員
銭　杭（チエン・ハン）／ 2005.6.1 ～ 2005.9.30
 ：中国　上海社会科学院歴史研究所研究員
－ 33－
金　喜俊／ 2005.7.1 ～ 2005.10.31
 ：釜山大学教授
S. A. Papkov／ 2005.10.1 ～ 2006.1.31
 ：ロシア科学アカデミーシベリア支部歴史研究所上級研究員
金　亜秋／ 2005.11.1 ～ 2006.2.28
 ：中国　復旦大学教授
S. Bouterey／ 2006.2.13 ～ 2006.6.30
 ：カンタベリー大学言語文化学部助教授・学部長
N. Yurlova／ 2006.3.1 ～ 2006.6.30
 ：ロシア科学アカデミーシベリア支部動物分類学生態学研究所上級研究員
魏　海泉／ 2006.7.1 ～ 2006.10.31
 ：中国　地震局地質研究所副研究員
S. Formanek／ 2006.7.17 ～ 2006.11.30
 ：オーストリア国立学術アカデミーアジア文化・思想史研究所上級研究員
劉　財／ 2006.11.3 ～ 2007.2.28
 ：中国　吉林大学教授・地球探測科学与技術学院長、地球物理研究所長
ダシダワー，チョローン／ 2006.12.2 ～ 2007.3.15
 ：モンゴル科学アカデミー歴史研究所長




Ignatyeva Vanda／ 2007.7.1～ 2007.9.30
 ：ロシア　サハ共和国アカデミー人文科学研究所政治学社会学部門部長




Voytishek Elena／ 2007.11.5～ 2008.2.29
 ：ロシア　ノボシビルスク国立大学准教授











Black John Andrew／ 2008.11.1～ 2009.3.31
 ：オーストラリア　シドニー大学建築、設計計画学部教授
Stammler Florian／ 2009.1.16～ 2009.7.15
 ：フィンランド　ラップランド大学北極センター上級研究員
Dubinina Nina／ 2009.4.1～ 2009.6.30
 ：ロシア　ハバロフスク国立教育大学教授
Dashi D. Darizhapov／ 2009.7.1～ 2009.12.31
 ： ロシア科学アカデミー・シベリア支部ブリヤート科学センター物理学部リモー
トセンシング研究室長






Boyakova Sardana／ 2010.4.11～ 2010.7.15
 ： ロシア　ロシア科学アカデミーシベリア支部人文学・北方民族問題研究所　













哈琴巴特爾／ 2011.6.11 ～ 2011.9.30 
 ：中国　黒竜江大学・教授
Boerner Wolfgang-Martin ／ 2011.7.1 ～ 2011.9.29
 ：アメリカ　イリノイ大学シカゴ校・名誉教授
斯琴巴特爾（スチンバートル）／ 2011.10.1 ～ 2012.1.31
 ：中国　内蒙古大学・教授
－ 35－
敖 特根／ 2012.2.1 ～ 2012.5.31
 ：中国　西北民族大学・教授
Sereenen JARGALAN ／ 2012.2.1 ～ 2012.4.30
 ：モンゴル　モンゴル科学技術大学・教授
　〔客員教授の出身国（1996年度～ 2011年度）〕























　　 氏　名 期　間 研　究　課　題
劉　　四新 2007.7.5－ 2007.10.1 ボアホールレーダの数値計算並びに実験
キム　ヂョンホ 2007.7.25－ 2007.8.25 近世韓日の科学技術史と科学技術政策の政治思想的特性に関する比較研究










王　三　慶 2009.5.27－ 2009.8.26 日本の漢文小説研究
ハタンバーナル
ナツァグ　ドルジ 2009.6.10－ 2009.8.29 エルデニ・ゾー寺院の歴史
ダリチャポフ　ブラット 2009.9.18－ 2009.12.31 日本企業のシベリアへの投資に関する研究
カジ　エ　カレポマ 2009.11.1－ 2011.3.31 人工衛星の画像処理とデータベース構築
恩　和 2010.6.1－ 2010.6.30 福沢諭吉にみる民族主義思想の形成
チョローン　ダシダワー 2011.8.23 － 2012.6.30
モンゴルにおける日本人抑留兵（1945-
1947 年）





　　 氏　名 期　間 研　究　内　容




中村　知子 2008.4.1－ 2012.3.31 文化人類学
八島　隆之 2008.4.1－ 2012.3.31 経済哲学
山口　　睦 2009.4.1－ 2013.3.31 文化人類学・日本研究
岡野　淳一 2009.4.1－ 2011.5.31 河川生態・動物行動
張　政 2010.4.1－ 2014.3.31 文化人類学
青木　雅浩 2011.4.1－ 2013.3.31 モンゴル近現代史・東北アジア国際関係史
トゥルムンフ　オドントヤ 2011.4.1－ 2013.3.31 文化人類学・モンゴル研究
　学振特別研究員
氏　名 期　間 受　入　教　員
小関　悠一郎 2009.4.1－ 2012.3.31 平川　　新教授 PD
金本　圭一朗 2011.4.1－ 2014.3.31 明日香壽川教授 DC1






















委　員　会　名 委員氏名 任　期 備　考
教育研究評議会 センター長 211.4.1～ 2013.3.31 評議員
部局長連絡会議 センター長 211.4.1～ 2013.3.31 部局長
研究所長会議 センター長 211.4.1～ 2013.3.31
部局長 /研究所長会議
代表
入学試験審議会 センター長 211.4.1～ 2013.3.31 研究所長会代表
国立大学附置研究所・センター長会議 センター長 211.4.1～ 2013.3.31 全国研究所長会議
教養教育改革会議 センター長 2007.10.16～
文系部局長連絡協議会 センター長 211.4.1～ 2012.3.31 部局長
総長特任補佐 奥村　誠 211.4.1～ 2012.3.31
キャンパス将来計画委員会 センター長 211.4.1～ 2013.3.31
広域交通計画等検討委員会 奥村　誠 2007.1～
研究推進審議会 奥村　誠 211.4.1～ 2013.3.31
　研究倫理専門委員会 奥村　誠 211.4.1～ 2013.3.31
評価分析室 工藤純一 211.4.1～ 2013.3.31（本部推薦）
広報連絡員 石渡　明 211.4.1～ 2013.3.31
















片平まつり実行委員会 石渡　明 211.4.1～ 2013.3.31 5研究所と東北アジアの開催





国際高等研究教育機構運営審議会 センター長 211.4.1～ 2013.3.31 部局長
学際科学国際高等研究センター運営委員会 奥村　誠 211.4.1～ 2013.3.31
附属図書館商議会 平川　新 211.4.1～ 2013.3.31
貴重図書等委員会 栗林　均 211.4.1～ 2013.3.31
学友会全学協議会 高倉浩樹 211.4.1～ 2013.3.31
運輸交通専門委員会 奥村　誠 211.4.1～ 2013.3.31（本部推薦）
入試実施委員会 研究所群から 2人
































委員会専門委員会 平川　新 2011.9～ 委員長
＜センター内各種委員会＞






























































































 ※ 2009（平成 21）年度は見込額　（単位：百万円）
区　　　　分 2007 2008 2009 2010 2011










科 学 研 究 費 補 助 金 67 82 78 78 78
科学研究費補助金以外の政府資金 50 0 136 0 0
民 間 等 と の 共 同 研 究 0 12 13 15 8
受 託 研 究 4 7 20 17 29
受 託 事 業 6 6 11 4 0
寄 附 金 1 3 1 1 1
学 術 指 導 0 1 1 1 0
総　　　　計 667 617 794 601 588















　　 区　　　分 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度
人件費 運営費交付金 358 310 299 285 290
物件費
運営費交付金 160 179 204 134 159
その他 21 17 31 20 23





2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 計

























































































































1.63 1.91 2.43 2.12 1.92 2.00
－ 45－
　＜一人当たりの獲得額（採択金額／教員数）＞（単位：百万円）
2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2010年度 計




　　 区　　分 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年
民間等との共同研究
件数 1 2 2 2
金額 12,025 13,152 15,352 7,100
受 託 研 究
件数 2 3 5 7 8
金額 4,460 7,409 20,329 16,778 29,085
受 託 事 業
件数 1 1 4 2 0
金額 5,500 5,500 10,570 4,260 0
寄 附 金
件数 1 4 2 1 1
金額 300 3,420 1,181 1,000 300
学 術 指 導
件数 1 2 1 0
金額 500 1,210 500 0
計
件数 4 10 15 13 11





金額 受　入　先 金額 受　入　先 金額 受　入　先
共同研究 12,025 東北電力㈱研究開発センター




寄附金 2,200 住友財団 2,200 住友財団 220 村田学術振興財団
2,000 合同資源産業㈱ 2,000 合同資源産業㈱ 700 日本科学協会
1,930 平和中島財団 1,930 平和中島財団 2,150 高速道路関連社会
1,500 JFE 21世紀財団 1,500 JFE 21世紀財団 貢献協議会
1,418 ㈱ジャパンエナジー他 4件 1,418 ㈱ジャパンエナジー他 4件 350 斎藤報恩会
学術指導 1,000 ㈱ジャパンエナジー 1,000 ㈱ジャパンエナジー 500 三菱電機特機システム㈱
区分
2009年度 2010年度 2011年度







1,100 三菱電機特機システム㈱ 1,100 三菱電機特機システム㈱ 1,100 三菱電機特機システム㈱
受託研究 5,900 科学技術振興機構 2,230 科学技術振興機構 1,300 科学技術振興機構
7,865 金沢大学 1,300 科学技術振興機構 760 宮城県伊豆沼・内
沼環境保全財団
1,300 埼玉大学 7,099 金沢大学 6,744 金沢大学






3,500 福島大学 3,800 栗原市
500 三菱電機㈱ 500 三菱電機
6,266 宮城県
受託事業 5,500 日本学術振興会 2,010 日本学術振興会
2,490 日本学術振興会 2,250 日本学術振興会
2,300 日本学術振興会
280 日本学術振興会
寄附金 1,000 カシオ科学振興財団 1,000 稲森財団 300 野村財団研究助成
181 日本科学協会





名　称　・　題　目 研究者 相手方・委託者・寄附者 金　額
民間等との共同研究




































衛星画像データベース再開と黄砂の可視化 工藤純一 科学技術振興機構 6,500,000
荒砥沢ダム崩落地安全対策モニタリング事業 佐藤源之 栗原市 3,800,000
レーダ画像利用技術の海外技術動向調査 佐藤源之 三菱電機㈱ 500,000
東日本大震災に伴う民俗文化財調査 高倉浩樹 宮城県 6,266,000
受託事業
寄附金




　　 区　　分 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度
補助金間接
経　費
件　数 23 27 26 22
金　額
（百万円）









































統計科学的解明（22119502） 1,400 420 


































2013 中世モンゴル語研究の統合（22320076） 3,200 960

























































































19 若手 B 平野　直人（00451831）
2010-
2011 プチスポット火山の普遍性（22740350） 1,200 360









の研究 (23720194) 1,000 300
























































































認 可 期 間 2007（平成 19）年度 ～ 2011（平成 23）年度（5年間） 
組　織
























































































































































































































































































































をとおして ̶ 」、関東政治研究学会第 8回研究会、於／石巻専修大学、
2011年 12月 4日（招待）
3　佐藤大介「3.11 大震災と宮城資料ネットの歴史資料レスキュー ̶ 活
動から見えてきたこと ̶ 」、文化財保存修復学会シンポジウム「文化




をとおして ̶ 」、平成 23年度保存科学研究集会研究発表、奈良文化財
研究所平城宮跡資料館講堂、2011年 12月 21日（招待）
5　平川新「歴史資料保全のための国家的課題 ̶ 古文書を千年後まで残























































歴史遺産の保全・活用と防災 ̶ 」、2011年 12月 11日、神戸大学瀧川
記念学術交流会館。























15　平川新「東日本大震災から古文書を守る！ ̶ 史料保全の現場から 
̶ 」、こうちミュージアムネットワーク研修会、2011年 8月 5日、高
知県立文学館。
16　蝦名裕一「東日本大震災における宮城資料ネットの活動」、MULU
第 17回茶話会 「震災後開館第 1号の図書館にて、震災に強い図書館を
考える」、於／岩沼市図書館、2011年 7月 30日
17　佐藤大介「歴史遺産レスキューの 3か月 ̶ 被災地での活動と所蔵者・








河北新報社 1階ホール、2011年 5月 13日
21　平川新「３．１１大震災と歴史遺産の被害」、東北大学による東日本










るさとの歴史を未来へ」、2011年 11月 9日～ 12日、ポートメッセナゴヤ、
来場者数 1090名。
25　仙台市広瀬文化センターホール展示「3.11地球が震えた日　歴史遺
産に未来を」、2011年 10月 29日～ 11月 4日、仙台市広瀬文化センター、
来場者数 300名。
26　東北大学片平まつり展示「3.11地球が震えた日　歴史遺産に未来を」、
2011年 10月 10日・11日、東北大学生命科学研究科棟、来場者数 1300名。
27　仙台市博物館での展示「3.11地球が震えた日　歴史遺産に未来を」、




























































・2011年 06月 29日　読売新聞東京朝刊　多摩 2
　［たま史料快読］番外編　古文書　災害に備えを＝多摩
・2011年 06月 28日 朝日新聞朝刊 阪神　34面
　（被災地を歩いて）耐えた古土蔵、支えに　復興の背骨を探す商港／兵庫県 
・2011年 06月 25日　読売新聞東京朝刊　宮城 2
　仙台の NPO　古文書救出に奔走　洗浄、消毒し返却＝宮城





・2011年 5月 29日 読売新聞　第三社会面










































認 可 期 間 2007（平成 19）年度～ 2011（平成 23）年度（5年間）
組　織































































































































































 23日  GPR チュートリアル　コースに参加（奈良文化財研究所
にて )
 24日  地下電磁計測ワークショップ（奈良文化財研究所にて )に
参加。各自発表




 28日  10:30-12:00　東北大学環境科学研究科にて GPR信号処理
に関する講義（佐藤）






11月 1日 9:30-11:00　GPR 計測実習
  11:00-13:00　GPR 信号処理演習




















































「震災と電波科学 ̶ 防災・減災技術と遺跡調査への応用 ̶ 」
⑷　研究活動による
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認 可 期 間 2008（平成 20）年度 ～ 2011（平成 23）年度（4年間）
組　織













































































































































































































Inja LEE, “The Development and Use of Resources in Educating 
Immigrant Children” pp. 196-211 in Naoki Yoshihara (ed.), Global 
Migration and Ethnic Communities: Studies of Asia and South 





































































認 可 期 間 2009（平成 21）年度 ～ 2013（平成 25）年度（5年間）
組　織





















外部評価会の実施 （中間）：2012年 2月 8日
参加者：研究組織　5名 ,モニター　3名，その他　0名


































































































































日時： 2011年 6月 22日、7月 13日、8月 24日、9月 11日（合同撮影




















































































認 可 期 間 2009（平成 21）年度 ～ 2015（平成 27）年度（7年間）
組　織






































































































































































































































































2011年 8月 7日～ 12日　中国（ハルビン、瀋陽）　黒竜江社会科学院、
遼寧社
会科学院 ,黒竜江省世興貿易有限公司にてヒアリング






















ブックレット No.167, 2011年 10月．
査読付学術論文
1.　Demographic Situations and Development Programs in the 
Russian Far East and Zabaikalye, in Studies on Russia: Time and 
Space of Risks and Opportunities, Kyong-Wan Lee et al. eds., LIT-
Verlag, to be published in 2012.
2.　Tajik Labor Migrants and Their Remittances: Is Tajik Migration 








親和的か？」，『経済研究』，第 62巻第 2号，2011年 4月，pp.113-128.
招待論文及び書籍分担執筆
1.　Голоса женщин: гендерные исследование в Тажикистане (Women's 
Voices: Gender Survey in Tajikistan) // Миграционный мост между 
Центральной Азией и Россией (Migration Bridge between the Central Asia 
and Russia), Рязанцев , С.В. и Каримов, О.К. ред., Москва, Экон-информ, 
Oct.31, 2011, стр. 222-230．（五十嵐徳子との共著）
2.　Таджикские трудовые мигранты и их денежные переводы (Tajik 
Labor Migrants and Their Remittances) // Миграционный мост между 
Центральной Азией и Россией, Рязанцев , С.В. и Каримов, О.К. ред., 
Москва, Экон-информ, Oct. 31, 2011, стр. 308-315．
Working Papers
1.　「ロシアの死亡動態再考：サーベイ」，Russian Research Center 
Working Paper No.35, January 2012．
2.　「タジキスタンのジェンダー状況 ̶ タジク女性の声：タジキスタンミ
クロサーベイより ̶ 」, Discussion Paper A-554, Institute of Economic 
Research, Hitotsubashi University, Tokyo, October 2011．（五十嵐徳
子との共著）
学会・学術研究集会報告
(* denotes invited speeches: airfare or accomodation or both were born by the 
external [non-Japanese] organizer[s] )*1. Таджикские трудовые мигранты 
и их денежные переводы, The 3rd International Symposium "A Role of 
Migration in Modernization and Innovative Development of Economy of 
the Countries Sending and Accepting Migrants" (Invited Speech), Khujand, 
Tajikistan, Nov 28, 2011.
*2.　Tajik Labor Migrants and Their Remittances: Is Tajik Migration Pro-Poor? 
Comparative Sociology in Quantitative Perspective, Reporting Conference of 
the Laboratory for Comparative Social Research, Higher School of Economics, 
Moscow, Russia (Invited Speech), Nov 25, 2011.
3.　Tajik Labor Migrants and Their Remittances: Is Tajik Migration Pro-Poor?, 
Association for Slavic, East European and Eurasian Studies, Omni Hotel 




経済体制学会第 51回全国大会 , 神戸大学，神戸，2011年 6月 5日．
6.　"Tajik Labor Migrants and Their Remittances: Is Tajik Migration 
Pro Poor?", 比較経済体制学会第 51回全国大会 , 神戸大学，神戸，2011
年 6月 5日．
*7.　"Tajik Labor Migrants and Their Remittances: Is Tajik Migration 
Pro Poor?", 2011 WCU Young Researchers' Workshop on Economic 
Transition and Development, Seoul National University, Seoul, 
－ 91－
成果発表





















































認 可 期 間 2010（平成 22）年度 ～ 2012（平成 24）年度（3年間）
組　織


















































































































































































































認 可 期 間 2010（平成 22）年度 ～ 2012（平成 24）年度（3年間）
組　織



























































































































P261～ 277、2012年 2月 20日
○学会・研究会報告
・佐々木聡「怪異占と辟邪 ̶ 中国中世鬼神観研究の視点から ̶ 」、術数学





第 63回日本中国学会大会、2011年 10月 8日、九州大学
・佐々木聡「怪異占の諸相と比較分析方法試論 ̶ 鬼神・占卜・辟邪をめぐっ



























































































































































認 可 期 間 2011（平成 23）年度 ～ 2013（平成 25）年度（3年間）
組　織







































































































































































〔雑誌論文〕　計（    ）件
〔学会発表〕　計（ 1 ）件
〔図　　書〕　計（    ）件
〔その他の公表〕　計（    ）件
Izumi Nagatani , Jun-ichi Kudoh, Three-dimensional histogram method 




















































研 究 題 目 北アジアにおける帝国統治とその遺産に関する研究
研 究 期 間 2008（平成 20）年度 ～ 2011（平成 23）年度（4年間）
研 究 組 織































































































































公開の会議・シンポジウム〔   回〕




〔雑誌論文〕計（   ）件
〔学会発表〕計（ 5 ）件
〔図　　書〕計（   ）件




























研 究 題 目 客家研究の総括と展望
研 究 期 間 2010（平成 23）年度～西暦 2011（平成 23）年度（2年間）
研 究 組 織












































































































































公開の会議・シンポジウム〔   回〕




〔雑誌論文〕　計（   ）件
〔学会発表〕　計（   ）件
〔図　　書〕　計（ 1 ）件





























研 究 題 目 地域社会の人材としての「外国人花嫁」の共同調査
研 究 期 間 2011（平成 23）年度（1 年間）
研 究 組 織







































































































































































研究会〔   回〕
公開の会議・シンポジウム〔   回〕




〔雑誌論文〕　計（   ）件





Inja LEE, “The Development and Use of Resources in Educating 
Immigrant Children” pp. 196-211 in Naoki Yoshihara (ed.), Global 
Migration and Ethnic Communities: Studies of Asia and South 
America. Trans Pacific Press. 2012





















研 究 題 目 展示実践を通した北方人類学における社会還元の可能性の探求
研 究 期 間 2010（平成 22）年度 ～ 2011（平成 23）年度（2 年間）
研 究 組 織


























































































































































公開の会議・シンポジウム〔   回〕

























Atsunori ITO “Hopi and Zuni Arts and Crafts in Japanese Market 
and Museums: Trends in the Collaborative Management of Cultures 
in Japan.” Ethnoscripts, 13(2), pp. 140-154, Hamburg, German: 



















年 2月 18日～ 5月 8日。（展示責任者・図録編集）




北海道大学総合博物館．2011年 4月 8日～ 5月 8日。（展示責任者）
山崎幸治『千島・樺太・北海道　アイヌのくらし ̶ ドイツコレクション
を中心に ̶ 』共催：財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構 /北海道
開拓記念館（北海道）/国立民族学博物館 (大阪）．会場：北海道開拓








ジウム）「温故知新 ̶ アイヌ文化研究の可能性を求めて ̶ 」於：国立
民族学博物館 .2011年 11月 12, 13日 .（査読無）
伊藤敦規　「博物館資料の孤児作品化防止に向けて」国際シンポジウム『温
故知新 ̶ アイヌ文化研究の可能性を求めて（Learning from the Past: 









コレクションを中心に』（会期：2011年 10月 6日～ 12月 6日）、国立
民族学博物館特別展示室、2011年 4月～ 2012年 3月。
伊藤敦規（企画）『第 5回ホピ・ズニ作家展』（会期：2011年 11月 3日 -6日）、

















に ̶ 』、p.112、（財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構）　2011年 7
月（査読無）
山崎幸治「ヨーロッパの博物館におけるアイヌ資料」（国立民族学博物館
編）『月刊みんぱく』35(9): 3. 2011年 9月（査読無）.
山崎幸治・伊藤敦規編著『世界のなかのアイヌ・アート ̶ 先住民族アー
ト・プロジェクト報告書 ̶ 』2012年 3月（査読無） 
Koji Yamasaki, Masaru Kato, Tesuya Amano (eds.) 2012　teetasinrit 
tekrukoci-The handprints of our Ancestors. Ainu Artifacts Housed 
at Hokkaido University-Inherited Techniques. Hokkaido University 
Museum/Hokkaido University Center for Ainu & Indigenous 
Studies.(総ページ数：102頁）※ 2008年『teetasinrit tekrukoci　先
人の手あと　北大所蔵アイヌ資料 ̶ 受け継ぐ技 ̶ 』の英語版
山崎幸治・伊藤敦規（編著） 2012『世界のなかのアイヌ・アート ̶ 先住
民族アート・プロジェクト報告書 ̶ 』海道大学アイヌ・先住民研究セ
ンター．（総ページ数：338ページ）




Koji Yamasaki, Katsuhiko Kiyama, Shoko Usami(eds) 2011 Ainu and 
Boundaries ̶ Global COE program"Reshaping Japan's Border
Studies" 4th museum exhibition．Hokkaido University Global COE 










Yamaguchi Mikako　「A Struggle for Co-existence between the Euro-
Canadians and the Kaska First Nations」（Yamada Takako　eds.)、
pp.211-225、『Continuity, Symbiosis, and the Mind in Traditional 
















研 究 題 目 栗原市一迫　川口地区の歴史資料の所在調査と保全事業
研 究 期 間 2011（平成 23）年度（1 年間）
研 究 組 織




































































































































































クによる水損資料への対応 ̶ 」『歴史評論』740、2011年 12月、査読
無（依頼原稿）。
〔学会発表〕計（ 4 ）件
1　佐藤大介「3.11 大震災と宮城資料ネットの歴史資料レスキュー ̶ 活
動から見えてきたこと ̶ 」、文化財保存修復学会シンポジウム「文化




をとおして ̶ 」、平成 23年度保存科学研究集会研究発表、奈良文化財
研究所平城宮跡資料館講堂、2011年 12月 21日（招待）
3　平川新「歴史資料保全のための国家的課題 ̶ 古文書を千年後まで残



































歴史遺産の保全・活用と防災 ̶ 」、2011年 12月 11日、神戸大学瀧川
記念学術交流会館。





















17　平川新「東日本大震災から古文書を守る！ ̶ 史料保全の現場から 












産に未来を」、2011年 10月 29日～ 11月 4日、仙台市広瀬文化センター、
来場者数 300名。（木村家文書レスキューの展示）
21　東北大学片平まつり展示「3.11地球が震えた日　歴史遺産に未来を」、
2011年 10月 10日・11日、東北大学生命科学研究科棟、来場者数 1300名。
（木村家文書を収納していた茶箱の展示）
22　仙台市博物館での展示「3.11地球が震えた日　歴史遺産に未来を」、






































研 究 題 目 仙台市沿岸津波被災地の歴史・文化・景観の記録化
研 究 期 間 2011（平成 23）年度（1年間）
研 究 組 織






























































































































































4　平川新「たくましく生きるみちのく ̶ 歴史に見る東北の力 ̶ 」、広









































研 究 題 目 東アジア近世社会における出版文化の意義
研 究 期 間 2010（平成 22）年度 ～ 2012（平成 24）年度（ 3年間）
研 究 組 織



















































































































P261～ 277、2012年 2月 20日
○学会・研究会報告
・佐々木聡「怪異占と辟邪 ̶ 中国中世鬼神観研究の視点から ̶ 」、術数学





第 63回日本中国学会大会、2011年 10月 8日、九州大学
・佐々木聡「怪異占の諸相と比較分析方法試論 ̶ 鬼神・占卜・辟邪をめ 




































































































研 究 題 目 氷融洪水とその社会的対応からみる極北圏地域社会の比較研究
研 究 期 間 2010（平成 22）年度 ～ 2013（平成 25）年度（ 4年間）
研 究 組 織




























































































































社会還元 社会への成果還元・啓蒙が目的に含まれていたか〔 いいえ 〕
社会への成果還元の有無〔 無 〕




























































Yasuhiro YOSHIKAWA, Yasuharu WATANABE, Hiroshi HAYAKAWA, 
Yasuyuki  HIRAI： DEVELOPMENT OF A DISCHARGE 
ESTIMATION METHOD FOR FROZEN RIVERS, Journal of 
Hydroscience and Hydraulic Engineering, Vol.29, No.1, pp.81-105, 
2011年 5月 .（査読有）
渡邉学 米澤千夏 高倉浩樹「PALSARフルポーラリメトリによる洪水範














設計法を目指して），愛媛大学 ,2011年 9月 7日 .
古橋峻・奥村誠「長期人口統計における巨大災害の影響抽出の試み」，第
44回土木計画学研究発表会，長良川国際会議場 ,2011年 11月 25日，
大窪和明・奥村誠・河本憲「震災時における消費者のガソリン購入行動に








木学会東北支部技術研究発表会， 秋田大学，2012年 3月 3日
高倉浩樹「The local conceptualization of river ice thawing and the spring 
flood of Lena River under the global warming」1st International 
Conference on “Global Warming and the Human-Nature Dimension in 
Siberia: Social Adaptation to the Changes of the Terrestrial Ecosystem, 























－」，国際交通安全学会シンポジウム， 丸ビルホール，2011年 11月 3日
奥村誠「東日本大震災後のガソリン途絶への対応行動」，東北アジア研究



















研 究 題 目 東北アジアにおける辺境地域社会再編と共生様態に関する歴史的・現在的研究
研 究 期 間 2011（平成 23）年度 ～ 2014（平成 26）年度（ 4年間）
研 究 組 織























































































































































































〔その他の公表〕計（   ）件
岡洋樹
1.　本年度の調査：調査地、調査期間、調査内容
















































2011年 8月 7日～ 12日　中国（ハルビン、瀋陽）　黒竜江社会科学院、
遼寧社会科学院 ,黒竜江省世興貿易有限公司にてヒアリング 2011
























『ロシアの人口問題 ̶ 人が減りつづける社会 ̶ 』，東洋書店 ユーラ
シア・ブックレット No.167, 2011年 10月．
査読付学術論文
1. Demographic Situations and Development Programs in the 
Russian Far East and Zabaikalye, in Studies on Russia: Time and 
Space of Risks and Opportunities, Kyong-Wan Lee et al. eds., LIT-
Verlag, to be published in 2012.
2. Tajik Labor Migrants and Their Remittances: Is Tajik Migration 
Pro-Poor?, Post-Communist Economies, vol.24, no.1, February 
2012, pp.87-109.





に親和的か？」，『経済研究』，第 62巻第 2号，2011年 4月，pp.113-
128.
招待論文及び書籍分担執筆
1. Голоса женщин: гендерные исследование в Тажикистане (Women's 
Voices: Gender Survey in Tajikistan) // Миграционный мост между 
Центральной Азией и Россией (Migration Bridge between the Central 
Asia and Russia), Рязанцев , С.В. и Каримов, О.К. ред., Москва, Экон-
информ, Oct.31, 2011, стр. 222-230．（五十嵐徳子との共著）
2. Таджикские трудовые мигранты и их денежные переводы (Tajik 
Labor Migrants and Their Remittances) // Миграционный мост между 
Центральной Азией и Россией, Рязанцев , С.В. и Каримов, О.К. ред., 
Москва, Экон-информ, Oct. 31, 2011, стр. 308-315．
Working Papers
1. 「ロシアの死亡動態再考：サーベイ」，Russian Research Center 
Working Paper No.35, January 2012．
2. 「タジキスタンのジェンダー状況 ̶ タジク女性の声：タジキスタンミ
クロサーベイより ̶ 」, Discussion Paper A-554, Institute of Economic 
Research, Hitotsubashi University, Tokyo, October 2011．（五十嵐
徳子との共著）
学会・学術研究集会報告
(* denotes invited speeches: airfare or accomodation or both were born by the 
external [non-Japanese] organizer[s] )*1. Таджикские трудовые мигранты 
и их денежные переводы, The 3rd International Symposium "A Role of 
Migration in Modernization and Innovative Development of Economy of 
the Countries Sending and Accepting Migrants" (Invited Speech), Khujand, 
Tajikistan, Nov 28, 2011.
*2. Tajik Labor Migrants and Their Remittances: Is Tajik Migration 
Pro-Poor? Comparative Sociology in Quantitative Perspective, 
－ 152－
成果発表
　Reporting Conference of the Laboratory for Comparative Social 
Research, Higher School of Economics, Moscow, Russia (Invited 
Speech), Nov 25, 2011.
3. Tajik Labor Migrants and Their Remittances: Is Tajik Migration 
Pro-Poor?, Association for Slavic, East European and Eurasian 




経済体制学会第 51回全国大会 , 神戸大学，神戸，2011年 6月 5日．
6. "Tajik Labor Migrants and Their Remittances: Is Tajik Migration 
Pro Poor?", 比較経済体制学会第 51回全国大会 , 神戸大学，神戸，
2011年 6月 5日．
*7. "Tajik Labor Migrants and Their Remittances: Is Tajik Migration 
Pro Poor?", 2011 WCU Young Researchers' Workshop on Economic 
Transition and Development, Seoul National University, Seoul, 






















研 究 題 目
東日本大震災の被災地における民俗文化の復興をめぐる地方行政とその支援
にかかわる方法論の探求
研 究 期 間 2011（平成 23）年度 ～ 2013（平成 25）年度（ 2年間）
研 究 組 織


















































































































































〔雑誌論文〕計（   ）件
〔学会発表〕計（   ）件　
〔図　　書〕計（   ）件













  （1996年度～ 1997年度、代表者：瀬川昌久）
・近代化過程における東北アジア諸地域の変容の諸問題
  （1996年度～ 1998年度、代表者：吉田忠）
・東北アジア地域における歴史・文化的背景および経済・技術的変遷からみた環境問題
  （1996年度～ 1999年度、代表者：宮本和明）
・日本における北方交流史料の調査と分析
  （1996年度～ 1999年度、代表者：入間田宣夫）
・東北アジアにおける交易拠点の比較研究




  （1997年度～ 1999年度、代表者：山田勝芳）
・東アジア出版文化史を通して見る社会変容の研究
  （1997年度～ 1999年度、代表者：磯部彰）
・東アジアの儀礼・芸能における身体と社会の表象
  （1997年度～ 1999年度、代表者：成澤勝）
・モンゴルの草原に関する総合研究
  （1999年度～ 2000年度、代表者：岡洋樹）
・文化のディスプレイと伝統の再編
  （1999年度～ 2000年度、代表者：瀬川昌久）
・古ツングースの生産文化に関する自然科学的再検証




  （2000年度～ 2002年度、代表者：谷口宏充）
・東北アジアにおける民族移動と文化の変遷
  （2000年度～ 2001年度、代表者：徳田昌則）
・東アジア出版文化の研究
  （2000年度～ 2004年度、代表者：磯部 彰）
・日露・日ソ関係に関する史的研究
  （2000年度～ 2002年度、代表者：平川新）
－ 158－
・東北アジアにおける計量地域研究のための基盤整備
  （2001年度～ 2003年度、代表者：宮本和明）
・東北アジアにおける民族の跨境生態史の研究
  （2001年度～ 2002年度、代表者：柳田賢二）
・北アジアの環境・文化・歴史に関する総合的研究
  （2001年度～ 2005年度、代表者：岡洋樹）
・西シベリア塩性湖チャーニー湖沼群の環境と生物群集に関する研究
  （2001年度～ 2003年度、代表者：菊地永佑）
・ポスト社会主義圏における民族・地域社会の構造変動に関する人類学的研究
  （2001年度～ 2002年度、代表者：高倉浩樹 ）
・図們江沿流居民生活誌の通時的共時的研究
  （2002年度～ 2004年度、代表者：上野稔弘）
・海南島の地方文化に関する文化人類学的研究
  （2002年度～ 2004年度、代表者：瀬川昌久）
・現代韓国及び周辺同胞社会に見る伝統構造・社会動態と民族自我
  （2002年度～ 2004年度、代表者：成澤勝）
・図們江沿流域居民生活誌の通時的共時的研究
  （2002年度～ 2005年度、代表者：上野稔弘）
・モンゴル語資料の文献学的研究
  （2003年度～ 2005年度、代表者：栗林均）
・白頭山東部における 10世紀巨大噴火と遼・高麗王朝への歴史的影響
  （2004年度～ 2005年度、代表者：谷口宏充）
・江戸東京博物館における東アジア文化展企画研究
  （2005年度～ 2006年度、代表者：磯部彰）
・西シベリア塩性湖チャーニー湖沼群の環境と生物群集に関する研究
  （2001年度～ 2006年度、代表者：菊地永祐）
・前近代における日露交流資料の研究
  （2000年度～ 2006年度、代表者：平川新）
・東北アジア地域史におけるモンゴルの歴史的位相に関する研究
  （2005年度～ 2007年度、代表：岡洋樹）
・東アジア出版文化の総合研究
  （2005年度～ 2007年度、代表：磯部彰）
・近未来の宮城県沖地震に備えた歴史資料保存のための調査研究事業
  （2005年度～ 2007年度、代表：平川新）
－ 159－
・東北アジアにおけるユートピア思想と地域の在り方
  （2005年度～ 2007年度、代表：山田勝芳）
・東北アジア地域ノア画像データベース構築と文系分野への利用研究
  （2005年度～ 2007年度、代表：工藤純一）
・東北アジア地域史におけるモンゴルの歴史的位相に関する研究
  （2005年度～ 2007年度、代表：岡洋樹）
・旧ソ連を中心とするポスト社会主義世界におけるマイノリティ・ビジネスの展開と
私的所有観生成についての学際的研究
  （2006年度～ 2008年度・高倉浩樹）
・数理地理モデルによる東北アジア地域の土地利用形態の比較分析
  （2006年度～ 2008年度・奥村誠）
・白頭山の火山危機に関する日中韓 3ヶ国共同研究
  （2007年度～ 2009年度・谷口宏充）
・湖沼沿岸生態系植物網の解析的研究
  （2008年度～ 2010年度・鹿野秀一）
・西シベリア塩性湖チャニー湖における高次消費者を中心とした生態系解析
  （2007年度～ 2009年度・鹿野秀一）
・旧ソ連圏アジア地域の学術・教育におけるアイデンティティ再構築に関する研究
  （2007年度～ 2009年度・岡洋樹）
・二十世紀の東北アジアをめぐる中国、ロシア史の課題と展望
  （2007年度～ 2010年度・寺山恭輔）
・北アジアにおける帝国統治とその遺産に関する研究
  （2007～ 2011年度・岡洋樹）
・客家研究の総括と展望
  （2010～ 2011年度・瀬川昌久）
・地域社会の人材としての「外国人花嫁」の共同調査
  （2010～ 2011年度・瀬川昌久：移民ユニット）
・仙台藩重臣遠藤家文書の調査研究
  （2010～ 2011年度・平川新：歴史資料ユニット）
・大籠村首藤家文書の調査研究
















2011年 8月 10日（水）　10：30～ 16：30　　片平さくらホール 2F
午前の部　2010年度プロジェクト研究ユニット活動報告
・北アジア戦略データベース構築研究ユニット（H19-22、2007-2010 工藤　純一）
・東アジアにおける移民の比較研究ユニット (H20-23、2008-2011 瀬川　昌久 )
・東北アジア民族文字・言語情報処理研究ユニット（H22-24、2010-2012 栗林　均）
・「東アジア出版文化」研究ユニット　（H22-24，2000-2012　磯部　彰）






















































1992.  8. 10
1998. 11.  9
1999.  1. 12
2000.  8. 21
2000. 10.  2
2001.  3.  1
2001.  6. 25
2001. 11. 16
2002. 10.  1
2002. 10.  1
2003.  7.  4
2005.  9.  1
2005. 10. 10
2007.  3. 26
2008.  4.  1
2008.  4. 25
2008.  4. 25
2008.  9. 22
2009.  8. 21













































































































10.  岡洋樹編「内なる他者＝周辺民族の自己認識のなかの「中国」 ─ モンゴルと
華南の視座から ─ 」（2009）





















3. 成澤勝編「環中華の儀礼と芸能 ─ 朝鮮を軸に ─ 」（2001） 
4. 栗林均／精扎布編「『元朝秘史』モンゴル語全単語・語尾索引」（2001）




7.  宮本和明「東アジア 3国における自動車保有・利用の実態と社会意識の調査研














18.  S. G. Catane, H. Taniguchi, A. Goto, A. P. Givero and A. A. Mandanas, 





21.  S. V. Rasskazov and H. Taniguchi, Magmatic Response to the Late 




24  N. Tserempilov, “ANOTATED CATALOGUE of the collection of Mongolian 
manuscripts and xylographs MII of the Institute of Mongolian, Tibetan 
and Buddhist studies of Siberian Branch of Russian Academy of Sciences”, 
（2006）
25. 瀬川昌久編「海南島の地方文化に関する文化人類学的研究」（2007）
26. 平川新監修「ロシア史料にみる 18～ 19世紀の日露関係　第 2集」（2007）
27. 岡洋樹編「モンゴルの環境と変容する社会」（2007）







31. 平川新監修「ロシア史料にみる 18～ 19世紀の日露関係　第 3集」（2008）






36.  平川新監修、寺山恭輔／畠山禎／小野寺歌子編「ロシア史料にみる 18～ 19世
紀の日露関係　第 4集」（2009）
37.  栗林均編「『蒙文総彙』 ─ モンゴル語ローマ字転写配列 ─ 」（2010）
38.  佐藤大介編「18～ 19世紀仙台藩の災害と社会　別所万右衛門記録」（2010）
39.  平川新監修、寺山恭輔／畠山禎／小野寺歌子編「ロシア史料にみる 18～ 19世
紀の日露関係　第 5集」（2010）
















第 3号  徳永昌弘／徳田昌則編「エリツィン時代のロシアとその後：日露関係の
－ 168－
展望」（2000）
第 4号  伊賀上菜穂編「新世紀の東北アジア ─ 日中露三国をめぐる国際関係の
歴史と将来 ─ 」（2001） 
第 5号 キム・レチュン講演、柳田賢二編「老子とトルストイ」（2001）
第 6号 寺山恭輔・塩谷昌史編「東北アジアの共生とユートピア」（2002）
第 7号  東北アジア研究センター開設 5周年記念特刊「新しい地域研究を求めて 
─ 東北アジア研究センターの現在と明日への展望 ─ 」（2002）
第 8号  平川新／ A. A. キリチェンコ「日本とロシア ─ その歴史を振り返る ─ 」
（2003） 
第 9号 吉田忠／磯部彰「東アジアの本とさし絵」（2004）
第 10号  山田勝芳編「『東北アジア』“Northeast Asia”の現在・未来を考える ─ 
日本における『東北アジア』関係機関の集い ─ 」（2004）
第 11号　 磯部彰編「市民フォーラム 2003明治大正期の根岸町子規庵界隈とその後」
（2004）
第 12号 徳田由佳子編「シベリア通信 2000年 ─ 2004年」（2004）
第 13号  山田勝芳編「人口・労働問題から見た東北アジアと東南アジア ─ 
ASEAN+3の行方を人口・労働問題から見る ─ 」（2004）
第 14号 徳田由佳子編「新技術開発ダイジェスト 2001年 ─ 2004年」（2005）
第 15号  磯部彰編「東北アジア研究センター共同研究『東アジア出版文化の総合
研究』研究成果報告『東アジア出版文化の研究』に係る研究成果等の社
会公表」（2006）
第 16号  セルゲイ・パプコフ／寺山恭輔／畠山禎「三人の大統領とソ連・ロシア：
ペレストロイカ、ソ連崩壊、再興」（2006）
第 17号  磯部彰編「東シナ海近世現代出版文化研究（「東アジア出版文化の総合
研究」報告書Ⅱ）」（2007）
第 18号  山田勝芳編「松本健一「アジア主義と大東亜戦争 ─ 北一輝・大川周明・
石原莞爾・中野正剛 ─ （東北アジアにおけるユートピア思想と地域の在
り方研究会　講演会記録）」（2007）
第 19号  工藤純一編「東北大学・ロシア科学アカデミーシベリア支部学術交流協
定締結 15周年記念シンポジウム報告書」（2008）
第 20号  斎藤由佳／前田ひろみ翻訳、寺山恭輔編集「ロシアの北太平洋進出と日
本 ─ 『ロシア領アメリカの歴史』より ─ 」（2009）
第 21号 徳田由佳子編「シベリア通信 2　2004年～ 2008年」（2009）
第 22号 徳田由佳子編「新技術開発ダイジェスト 2　2004年～ 2008年」（2009）
第 23号  寺山恭輔編「ロシア極東の形成 ─ N.I.ドゥビーニナ著『プリアムール
－ 169－
総督』三部作より ─ 」（2010）








第 4号　 平川新編「よみがえる町の記憶 ─ 通町・堤町・北山界隈の歴史 ─ 」（2011）
•『東北アジア研究センター　ニューズレター』





第 49・50号／ 2011年 7月 31日発行
第 51号／ 2011年 7月 31日発行
第 52号／ 2012年 3月 26日発行
• 東北アジア学術読本（東北大学出版会刊）

















録 ─ はなしが違う！！絵も違う！ ─ 』（2001）
磯部彰編『第 2回東アジア出版文化に関する国際学術会議　アジアむかしの本のも





•『ナオ・デ・ラ・チーナ Nao de la China』
第 1号：
第 2号：2002年 2月 22日発行
第 3号：2002年 3月 25日発行
第 4号：2003年 4月 5日発行
第 5号：2004年 1月 31日発行
第 6号：2004年 8月 15日発行
第 7号：2004年 12月 25日発行
第 8号：2005年 1月 15日発行
第 9号：2005年 1月 30日発行
第 10号：2009年 4月 30日発行





第 49号／ 2011年 4月 30日発行
第 50号／ 2011年 8月 20日発行
第 51号／ 2012年 3月 5日発行






















































9月 12日（月）14：00～ 17：20、9月 13日（火）9：30～ 14：30





研究発表 I「明代における楊家将故事盛行の一背景 ̶ 明代六合楊氏を手がか
りに」松浦智子（埼玉大学特別研究員）
研究発表 II「明刊本『西遊記』版本問題の再検討」上原究一（東京大学院生）
















































































































講演 1：「震災と電波科学」 — 防災・減災技術と遺跡調査への応用 — 東北アジア
研究センター長 教授 佐藤源之






















































































































2000年～ 2002年  1990年代以降のポスト社会主義圏における人類学研究の展開に
ついて



































学外の社会活動（2011年 4月～ 2012年 3月）
◦日本文化人類学会第 24期理事・評議員





行政機関・企業・NPO等参加（2011年 4月～ 2012年 3月）
Verlag der Kulturstiftung Sibirien | SEC Publications Member of Editorial Board 
of Studies in Social and Cultural Anthropology 2011年 4月～現在
北海道立北方民族博物館（地方公共団体）第 26回北方民族文化シンポジウム運営委
員会　運営委員 2011年 6月～ 3月
学内活動（2011年 4月～ 2012年 3月）
ロシア交流推進室室員 2009年 12月～現在













国際会議　発表・講演（2011年 4月～ 2012年 3月）
◦The local conceptualization of river ice thawing and the spring flood of Lena 
River under the global warming[1st International Conference on “Global 
Warming and the Human-Nature Dimension in Siberia: Social Adaptation 
to the Changes of the Terrestrial Ecosystem, with an Emphasis on Water 
Environments”]（2012年 3月 7日～ 2012年 3月 9日、日本国、京都）口頭（基調）
国内会議　発表・講演（2011年 4月～ 2012年 3月）
◦触媒としての研究者 ̶ トナカイプロジェクトの経験から考えること［民族自然誌
研究会第 65 回定例会］（2012年 1月 20日～ 2012年 1月 20日、京都）シンポジウム、
ワークショップ　パネル（指名）










科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2011年 4月～ 2012年 3月）
（挑戦的）萌芽研究 2010年 4月～ 2013年 3月
　［デジタル映像技術を導入した人類学フィールド調査方法論の探究］
基盤研究B 2010年 4月～ 2014年 3月
　［ミクロ環境史の復元手法による北極圏における温暖化の先住民社会への影響分析］
その他の競争的資金獲得実績（2011年 4月～ 2012年 3月）
第 27回（平成 21年度）カシオ科学振興財団研究助成金　2010年 1月～ 2011年 12月
　［シベリア映像民族誌をめぐるトラベリング・ミュージアムの実践と研究支援網の構築］










研究論文（2011年 4月～ 2012年 3月）
1）Politics adn Religion in Pursit of a History: Nationalism in the Sakha Republic 
in the 1990s.. [H. Oka ed. Redifining History: Historiraphy and Historical 
Understanging of Asian States in the Former Soviet Bloc (CNEAS Monograph 
Series 45), (2011), 241-259] Hiroki Takakura




















































































科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2011年 4月～ 2012年 3月）
基盤研究Ｂ 2009年 4月～ 2013年 3月
　［所有者－経営者－従業員関係からみたロシア企業：企業統治の変化と労務管理］
基盤研究C 2011年 4月～ 2014年 3月
　［ ユーラシアにおける流通ネットワークの再編 — ロシア製綿織物輸出の観点より — ］





3）ロシアの製造業の競争力 — 輸入浸透率と輸出依存度 — 。［経済学雑誌（大阪市立
大学経済学会）、112（4）、（2012）、37-52］田畑理一、塩谷昌史






































学外の社会活動（2011年 4月～ 2012年 3月）
法人シベリア研究所（NPO）（2006～）
学内活動（2011年 4月～ 2012年 3月）
ロシア交流推進室室員

























































学位授与数（2011年 4月～ 2012年 3月）
博士前期課程　2（東北大学、主査 1、副査 1）












































































































科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2011 年 4 月～ 2012 年 3 月）










⑷　2012年 3月 7日内蒙古大学蒙古学学院において「天聰 8年 10月のションホルに






















2001年～ 2002年  科研費（基盤研究C⑵）「旧ソ連高麗人の民族文化の継承と変遷
に関する研究」研究代表者
2005年～ 2006年  科研費（基盤研究C）「現代中央アジア少数民族における言語接
触に関する研究」研究代表者




















全学男女共同参画委員（2009年 4月～ 2011年 3月）
担当授業科目（2011年 4月～ 2012年 3月）
（全学教育）
基礎ロシア語Ⅰ　2011年 4月～ 2011年 9月
展開ロシア語Ⅰ　2011年 4月～ 2011年 9月
展開ロシア語Ⅲ　2011年 4月～ 2011年 9月
基礎ロシア語Ⅱ　2011年 10月～ 2012年 3月
展開ロシア語Ⅱ　2011年 10月～ 2012年 3月



























































































































































行政機関・企業・NPO 等参加（2011年 4月～ 2012年 3月）
中国社会科学院（その他）中国古代小説研究編集委員会　編委 2004年 9月～現在
高麗大学校中国学研究所編集委員 2008年 5月～現在
学内活動（2011年 4月～ 2012年 3月）
東北アジア研究センター片平まつり実行委員会委員長 2011年 4月～ 2012年 3月
担当授業科目（2011年 4月～ 2012年 3月）
（大学院教育）
　比較文化史学課題研究　2000年～現在
　ユーラシア文化史特論Ⅲ・Ⅳ　2011年 4月～ 2010年 3月
　ユーラシア文化史研究演習Ⅲ・Ⅳ　2011年 4月～ 2010年 3月
国際会議　発表 • 講演（2011年 4月～ 2012年 3月）
◦第 3セッション「「調和」への視座 ̶ 韓日中 3国協力事務所の役割」（パネルディ
スカッション）［2011年 10月 19日、駐日韓国大使館韓中日 3国協力事務所開所記
念国際シンポジウム「平和と共同繁栄の新たな北東アジア時代に向けて」、ソウル 
新羅ホテル］口頭（招待・特別）




図書館）開館 80周年記念講演会］（2011年 10月 1日，広島市立中央図書館）口頭（特別）
・明清宮廷の視覚文化 ̶ 全像金字西遊記絵本をめぐって ̶ ［第 11回特別推進研究
「清朝宮廷演劇文化の研究」研究会］（2012年 2月 4日、富山大学人文学部）（一般）
・「明恵上人と西遊記物語」 ̶ 日本と中国・朝鮮半島の心の交流 ̶ ［東北大学東北ア
ジア研究センター・伊達市噴火湾文化研究所第 3回学術交流連携講演会 ̶ 仙台・
亘理と伊達市との連携を強める ̶ ］（2012年 3月 18日、だて歴史の杜カルチャー
センター）口頭（特別）
国内会議主催・運営（2011年 4月～ 2012年 3月）
・第 8回特別推進研究「清朝宮廷演劇文化の研究」研究会（2011年 6月 4日、東京 
東京国立博物館平成館小講堂）［主催］
・第 9回特別推進研究「清朝宮廷演劇文化の研究」研究会（2011年 9月 12・13日，
箱根 強羅静雲荘）［主催］




・第 11回特別推進研究「清朝宮廷演劇文化の研究」研究会（2012年 2月 4日、富山 
富山大学人文学部）［主催］




科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2011年 4月～ 2012年 3月）
特別推進研究「清朝宮廷演劇文化の研究」（研究代表者）2008年 6月～現在





著書（2011年 4月～ 2012年 3月）



























































1995、2002～ 2003、2006～ 2010）1994年～ 2010年
日本文化人類学会（日本民族学会より 2004年４月に名称変更）理事（1994～ 1995、













学外の社会活動（2011年 4月～ 2012年 3月）
京都大学地域研究統合情報センター運営委員（その他）2007年 4月～現在
東京外国語大学アジアアフリカ言語文化研究所運営委員（その他）2009年 4月～現在
学内活動（2011年 4月～ 2012年 3月）
大学情報データベース部局作業班会議委員 2003年 12月～ 2007年 3月
コラボレーションオフィス運営委員会（文系所部局連携）2009年 4月～現在
学位授与数（2011年 4月～ 2012年 3月）
博士 1人
修士 1人











科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2011年 4月～ 2012年 3月）
基盤研究C　2008年 4月～ 2012年 3月［中国南部少数民族の族譜に関する文化人類
学的研究］

















































































学外の社会活動（2011年 4月～ 2012年 3月）
Climate Policy　査読
エネルギー・資源学会誌　査読
Environmental Economics and Policy Studies　査読










環境省（国）CDM / JIプロジェクト支援委員会委員 2007年 3月～現在
（社）海外環境協力センター（その他）理事 2007年 4月～現在
日本郵便（その他）カーボン・オフセット年賀寄附金審査委員 2007年 4月～現在
学内活動（2011年 4月～ 2012年 3月）
学務審議会委員
入試実施委員会








国際会議　発表・講演（2011年 4月～ 2012年 3月）
China-Japan Workshop on Climate Policies towards a Low Carbon Future, Jan 
2011. 北京　ほか
国内会議　発表・講演（2011年 4月～ 2012年 3月）
2011年度　環境経済・政策学会など
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2011年 4月～ 2012年 3月）
基盤研究C　2010年 4月～現在
　［排出量取引制度が企業の国際競争力に与える影響の分析］
研究論文（2011年 4月～ 2012年 3月）
明日香壽川、2012、日本の環境外交の死んだ日、『世界』、岩波書店、2012年 4月号、
p.57-66
総説・解説記事（2011年 4月～ 2012年 3月）




































































科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2011年 4月～ 2012年 3月）
基盤研究B 2009年 4月～現在（研究代表者）
　［1920-40年代の中国・ソ連における民族政策の比較研究］
著書（2011年 4月～ 2012年 3月）
1）近現代中国における民族認識の人類学（執筆担当部分）第Ⅱ部第 9章中国の国家


















































































































　　論題「歴史資料保全のための国家的課題 ̶ 古文書を千年後まで残すために ̶ 」
○弘前学院大学講演会、2011年 12月 17日
　　論題「東日本大震災と歴史資料の救出」
○平成 23年度保存科学研究集会「被災文化財のレスキュー ̶ 保存科学の果たすべ













くらホール 2012年 2月 16日
　　論題「歴史文化をめぐる多様性の危機」、　
○高森市民センター　高森塾、2012年 2月 24日












行政機関・企業・NPO等参加（2011年 4月～ 2012年 3月）
仙台市史編集専門委員会委員 1995年 4月～現在
NPO地域研究応用センター（NPO）理事 2003年 4月～現在
東北歴史博物館協議会委員 2005年 9月 1日～ 2011年 8月 31日
　　　　同　　　　副委員長 2010年 2月～ 2011年 1月
　　　　同　　　　委員長 2012年 2月～現在
北東アジア研究交流ネットワーク副代表幹事 2006年 1月～現在









宮城県慶長使節船ミュージアム企画運営委員 2010年 4月～ 2012年 3月
仙台市史編集専門委員会委員長（2010年 4月～）
仙台市史編纂委員会委員（2010年 4月～）
宮城県地域伝統文化活性化推進委員会委員（2010年 8月～ 2012年 3月）
文部科学省文化審議会文化財部会専門委員（2011年 2月 27日～ 2012年 2月 28日）
学内活動（2011年 4月～ 2012年 3月）
東北大学防災科学研究拠点　代表











著書（2011年 4月～ 2012年 3月）
1）『歴史遺産を未来へ』（佐藤大介と共編著）、全 99頁、東北アジア研究センター、
2011年 12月
2）『よみがえる町の記憶 ̶ 通町・堤町・北山界隈の歴史 ̶ 』（編）、全 138頁、東
北アジア研究センター報告 4号、2012年 2月






































会、Society for Social Studies of Science、International Studies Association、









































国際会議　発表 •講演（2011年 4月～ 2012年 3月）
◦Where have all the climate skepticism gone? A discourse analysis of Japanese 
newspaper coverage on the IPCC[International Association for Media and 
Communication Research 2011]（2011年 7月 13日～ 2011年 7月 17日、トルコ、
イスタンブール）口頭（一般）
◦Japan as a Technocratic State: Analyzing Social Construction of Carbon Capture 
and Storage in Japan[2011 Annual Meeting of the Society for Social Studies of 
Science]（2011年 11月 2日～ 2011年 11月 5日、アメリカ合衆国、オハイオ州クリー
ブランド）口頭（一般）
国内会議　発表・講演（2011年 4月～ 2012年 3月）
◦政策統合を目指して：日本とノルウェーの炭素隔離技術政策を評価する［環境経済
政策学会 2011年大会］（2011年 9月 23日～ 2011年 9月 24日、長崎市）口頭（一般）
◦排出量取引をめぐる日本の新聞報道の言説分析［環境経済政策学会 2011年大会］
(2011年 9月 23日～ 2011年 9月 24日、長崎市）口頭（一般）
◦鯨類管理レジームの制度的相互連関：分析枠組みの再構築とその検証［環境経済 
政策学会 2011 年大会］(2011年 9月 23日～ 2011年 9月 24日、長崎市）口頭（一般）




科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2011年 4月～ 2012年 3月）




その他の競争資金獲得実績（2011年 4月～ 2012年 3月）
その他寄附金［気候変動の国際交渉における日本の環境外交とマスメディア報道との
相互作用に関する分析］2011年 12月～ 2013年 1月
著書（2011年 4月～ 2012年 3月）
1）解体新書「捕鯨論争」。［新評論、（2011）5月］石井敦
2）生物多様性をめぐる国際関係（執筆担当部分）第 2章（生物多様性における科学と
政治 ̶ サメ類の資源管理を事例に ̶ ）。［大学教育出版、（2011）5月］石井敦
－ 223－
地域生態系研究分野
研究論文（2011年 4月～ 2012年 3月）
1）地球温暖化の科学とマスメディア：新聞報道による IPCC像の構築とその社会的
含意。［科学技術社会論研究、（8）、（2011）］朝山慎一郎、石井敦
2）Scientists Learn not only Science but also Diplomacy: Learning Processes 
in the European Transboundary Air Pollution Regime. [Governing the Air: 
Science-Policy-Citizens Dynamics in International Environmental Governance, 
(2011)] Atsushi Ishii
3）The Social and Political Complexities of Learning in CCS Demonstration 




5）Exploring framing and social learning in demonstration projects of carbon 
capture and storage. [Energy Procedia, 4, (2011), 6248-6255] Jennie C. Stephens, 
Nils Markusson, Atsushi Ishii
6）Toward policy integration: Assessing carbon capture and storage policies in 







総説・解説記事（2011年 4月～ 2012年 3月）
1）Japan and the whaling issue: A viewpoint based on a review of "Whaling in 
Japan: Power, Politics, and Diplomacy" by Jun Morikawa. [Ocean and Coastal 
Management, (2011)] Atsushi Ishii
本年度の研究成果の研究史上の意義・新知見など
　2011年度は、Elsevier社が発行している Global Environmental Change誌に査
読付き論文 2篇を掲載することができた。同誌は 2010年度の Thomson ISI Impact 
Factorが 4.918であり、地理学と環境学でもっとも権威ある雑誌である。このうち


















































国内会議　発表・講演（2011年 4月～ 2012年 3月）
◦水田生態系における細菌群集の放射線に対する応答［第 27回日本微生物生態学会
大会］（2011年 10月 8日～ 2011年 10月 10日、京都）ポスター（一般）
◦ゼニタナゴとタイリクバラタナゴの競争実験［第 6回伊豆沼内沼研究集会］（2012
年 2月 12日～ 2012年 2月 12日、栗原市）口頭（一般）
◦浅い湖沼伊豆沼における抽水植物群落の食物網への影響：炭素窒素安定同位体比を
用いた解析［第 6回伊豆沼  内沼研究集会］（2012年 2月 12日～ 2012年 2月 12日、
栗原市）口頭（一般）




その他の競争的資金獲得実績（2011年 4月～ 2012年 3月）
環境省　環境研究・技術開発推進費　2009年 7月～ 2012年 3月
　［マイクロコズムを用いた農薬・有機物等負荷等の生態系へ及ぼす解析評価］
新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業　2009年 7月～ 2012年 3月
　［食物網解析］
研究論文（2011年 4月～ 2012年 3月）
1）Size-dependent ontogenetic diet shifts to piscivory documented from stable 
isotope analyses in an introduced population of largemouth bass. [Envion. Biol. 
Fish, 93, (2012), 255-266] Yasuno N, Chiba Y, Shindo K, Fujimoto Y, Shimada T, 
Shikano S, and Kikuchi E.
2）Seasonal increase of methane in sediment decreases δ 13C of larval 
chironomids in a eutrophic shallow lake. [Limnology, 13, (2012), 107-116], 

















































議員 1995年～現在、同「Journal of Mineralogical and Petrological Sciences」編集
委員 2009年～現在
日本地質学会 1975年～現在、地質学雑誌編集委員 1999年～ 2003年、評議員 2002年
～2008年、執行理事2009年～現在、評議員会議長2004年～2006年、英文学術誌「Island 
Arc」編集委員長 2004年～ 2007年、同誌編集顧問 2008年～現在
－ 229－
地球化学研究分野
地学団体研究会 1978年～現在、全国運営委員 1989～ 1992、北陸支部長 2006～ 2008
Geological Society of America 2001年～現在










行政機関・企業・NPO等参加（2011年 4月～ 2012年 3月）
Integrated Ocean Drilling Program 理事 2011年 06月－ 現在
学内活動（2011年 4月～ 2012年 3月）
理学部オープンキャンパス（公開授業講演）2011年 7月～ 2011年 7月
東北大学附置研究所等一般公開「片平まつり」（公開授業講演）2011年 10月～ 2011
年 10月
学位授与数（2011年 4月～ 2012年 3月）
修士　6人
論文博士　1人


























　変成岩特論 II　 2011年～ 2012年
国際会議　発表 • 講演（2011年 4月～ 2012年 3月）
◦Chemical comparison between terrestrial ferropicrites and Martian shergottites 
and soils[Japan Geoscience Union Meeting 2011 (Makuhari), International 
Symposium]（2011年 5月 22日～ 2011年 5月 27日、日本国、Chiba）口頭（一般）
◦ Oceanic plateau accretion viewed from greenstones in the Permian and 
Jurassic accretionary complexes in Japan: A review.[Japan Geoscience Union 
Meeting 2011 (Makuhari), International Symposium]（2011年 5月 22日～ 2011
年 5月 27日、日本国、Chiba）口頭（一般）
◦ Japanese ferropicrites and Martian rocks: geochemical comparison.[2011 
Planetary Exploration Research Center, Chiba Institute of Technology, 
Planetary Geology Field Symposium, (Kita-Kyushu International Conference 
Center, Kita-Kyushu)]（2011年 11月 5日～ 2011年 11月 6日、日本国、北九州）
口頭（一般）
国内会議　発表・講演（2011年 4月～ 2012年 3月）
◦花崗岩体の上側で形成される直閃石を産しない蛇紋岩の超低圧接触変成帯。［日本
地球惑星科学連合 2010 年大会］（2010年 5月 23日～ 2013年 5月 28日、幕張メッセ） 
口頭（一般）
◦ロシア極東ウスチベラヤオフィオライトのかんらん岩中の鉱物の主要微量元素組





2011年年会合同学術大会］（2011年 9月 9日～ 2011年 9月 11日、水戸）口頭（一般）
◦北陸～東北の中新世火山岩のマグマ成因［日本地質学会日本鉱物科学会 2011年年
会合同学術大会］（2011年 9月 9日～ 2011年 9月 11日、水戸）口頭（一般）
◦仙台市西部に産する FeO*に富む後期中新世玄武岩質安山岩マグマの成因［日本地
質学会日本鉱物科学会 2011年年会合同学術大会］（2011年 9月 9日～ 2011年 9月
11日、水戸）口頭（一般）
◦宮城県北部岩手県南部の中期中新世の石越安山岩：“洪水安山岩”との比較［日本
地質学会日本鉱物科学会 2011年年会合同学術大会］（2011年 9月 9日～ 2011年 9
月 11日、水戸）口頭（一般）
◦未分化玄武岩と極端に分化した玄武岩［日本地質学会日本鉱物科学会 2011年年会
合同学術大会］（2011年 9月 9日～ 2011年 9月 11日、水戸）口頭（一般）
◦東北地方中央部の小規模超苦鉄質岩体中に見られるクロムスピネル［日本地質学会
日本鉱物科学会 2011年年会合同学術大会］（2011年 9月 9日～ 2011年 9月 11日、
水戸）口頭（一般）
◦上越帯の中ノ岳変斑れい岩体の岩石学的研究［日本地質学会日本鉱物科学会 2011
年年会合同学術大会］（2011年 9月 9日～ 2011年 9月 11日、水戸）口頭（一般）
◦ロシア極東、Ust＇-Belayaオフィオライトのマントルかんらん岩から見えてきた前
弧域かんらん岩の多様性［日本地質学会日本鉱物科学会 2011年年会合同学術大会］
（2011年 9月 9日～ 2011年 9月 11日、水戸）口頭（一般）
◦ 2011年 3月 11日東北地方太平洋沖地震による仙台付近の墓石転倒率分布と大槌
石巻などの津波による墓石被大：まとめと問題点［日本地質学会東北支部 2009～
2010年度総会個人講演会（福島大学）］（2011年 12月 17日～ 2011年 12月 18日、
福島）口頭（一般）
◦東北日本各地の蛇紋岩体中のスピネルと堆積物中のスピネルから見えてくること
［変成岩などシンポジウム 2012］（2012年 3月 23日～ 2012年 3月 25日、京都）口
頭（一般）
◦ Is the low-grade metamorphism of the middle Paleozoic Mongolian seamount 
resembles with that of the late Cretaceous seamount of southern Pacific?［変成
岩などシンポジウム 2012］（2012年 3月 23日～ 2012年 3月 25日、京都） 口頭（一般）
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2011年 4月～ 2012年 3月）




その他の競争的資金獲得実績（2011年 4月～ 2012年 3月）
日露二国間共同研究 2009年 4月 2011年 3月
［アジア北東端のオフィオライトと随伴岩類：北極圏東部の岩石、構造、広域地質
対比］
著書（2011年 4月～ 2012年 3月）
1）東北アジア大地のつながり（執筆担当部分）まえがき is iii、第 2 章 27-90、あと
がき 91～ 93。［東北大学出版会、（2011）12月］石渡　明、磯﨑行雄
研究論文（2011年 4月～ 2012年 3月）
1）U-Pb Zircon Age of Gabbroids of the Ust’-Belaya Mafic-Ultramafic Massif 
(Chukotka) and Its Interpretation.
[GEOCHEMISTRY INTERNATIONAL, 50 (1), (2012), 44-53]
Ledneva, G. V. Bazylev, B. A. Lebedev, V. V. Kononkova, N. N. Ishiwatari, A.


































































国内会議　発表・講演（2011年 4月～ 2012年 3月）
・チリ・ビラリカ火山で観測された低周波空振の発振機構［日本地球惑星科学連合
2011 年大会］（2011年 5月～ 2011年 5月、千葉）ポスター（一般）
・ストロンボリ火山で収録された空振波形の周波数解析［日本火山学会秋季大会］





























































その他研究活動（2011年 4月～ 2012年 3月）
白頭山 10世紀噴出物調査（フィールドワーク）1999年～現在






























































学外の社会活動（2011年 4月～ 2012年 3月）
東北大学附置研究所等一般公開「片平まつり 2011」記念講演会における一般講演（講
演会・セミナー）2011年 10月






国内会議　発表・講演（2011年 4月～ 2012年 3月）
◦南鳥島の形成史、および周辺海域の海洋底調査［日本地球惑星科学連合 2011年大会］
（2011年 5月～ 2011年 5月、千葉）ポスター（一般）
◦グリーンタフ時代の太平洋側火山活動とプチスポット［日本地質学会第 118年学術
大会日本鉱物科学会 2011年年会合同学術大会］（2011年 9月～ 2011年 9月、水戸） 
口頭（一般）
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2011年 4月～ 2012年 3月）




研究論文（2011年 4月～ 2012年 3月）
1）Direct evidence for upper mantle structure in the NW Pacific Plate: 
microstructural analysis of a petit-spot peridotite xenolith. [Earth and 
Planetary Science Letters, 302, (2011), 194-202] Yumiko Harigane, Tomoyuki 
Mizukami, Tomoaki Morishita, Katsuyoshi Michibayashi, Natsue Abe, Naoto 
Hirano
2）Role of plutonic and metamorphic block exhumation in a forearc ophiolite 
mélange belt: An example from the Mineoka belt, Japan. [In: J. Wakabayashi 
& Y. Dilek (eds.) Mélanges: Processes of Formation and Societal Significance, 
Geological Sciety of America, Special Paper, 480, (2011), 95-116] Ryota Mori, 
Yujiro Ogawa, Naoto Hirano, Toshiaki Tsunogae, Masanori Kurosawa, Tae 
Chiba
3）Retentivity of CO2 in fluid inclusions in mantle minerals. [European Journal 
of Mineralogy, 23, (2011), 805-815] Junji Yamamoto, Kazuhiko Otsuka, Hiroaki 
Ohfuji, Hidemi Ishibashi, Naoto Hirano, Hiroyuki Kagi
総説・解説記事（2011 年 4 月～ 2012 年 3 月）
1）Petit-spot volcanism: a new type of volcanic zone discovered near a trench. 




3）New kind of volcano on the Earth ̶ Geochronological studies of neutron-irradiated 
lavas erupted on the sea floor ̶ . [Institute for Materials Research, Tohoku 







（Hirano et al., 2006, Science）の世界的普遍性および成因解明に関する研究を進め










　プレート屈曲に起因するこの火山について、Hirano (2011) Geochem. J.では、溶
岩の化学組成が地球内部（アセノスフェア）の情報をもたらす貴重な物質であるこ
とを主張した。また、同溶岩がもたらすマントル捕獲岩から太平洋プレート中深部
の異方性を初めて見いだしたことも貴重な研究となった（Yamamoto et al., 2011, 
European J. Mineral.および Harigane et al., 2011, EPSL）。さらに、過去数千万年
前以前に深海底を構成していた地質が現在房総半島南部から静岡県中部にかけて
露出しているが、これら地域の発達史を論じると共に、これらの地質の中にプチ





























































学内活動（2011年 4月～ 2012年 3月）
東北アジア研究センター副センター長 2009年 4月～ 2012年 3月
東北大学総長特任補佐 2010年 4月～ 2012年 3月
学位授与数（2011年 4月～ 2012年 3月）
修士　3人
学士　2人









科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2011年 4月～ 2012年 3月）
基盤研究B　2009年 4月～現在
［国土交通マネジメントのための都市間交通分析方法論の確立］
新学術領域研究　2010年 4月～ 2012年 3月
［健康地域格差の発生・拡大機構の地域統計科学的解明］
その他の競争的資金獲得実績（2011年 4月～ 2012年 3月）
地球規模課題対応国際科学技術協力事業 2009年 8月～現在
［氷河減少に対する水資源管理適応策モデルの開発］研究機関部局代表者















7）Statistical Analysis on Multivariate Expressway Traffic Series Under the 
Different Toll Policies, [Journal of the Eastern Asia Society for the Transport 







































































国内会議　発表・講演（2011年 4月～ 2012年 3月）
◦平聖也、奥村誠、大窪和明：小型家電リサイクルに対するロバスト在庫計画アプ













［応用地域学会 •富山大会］（2011年 12月 3日～ 2011年 12月 4日、日本国、富山
市）口頭（一般）
◦大窪和明、奥村誠、平聖也：災害発生物の頑健な在庫管理方策に関する研究［第
44回土木計画学研究発表会］（2011年 11月 21日～ 2011年 11月 23日、日本国、
甲府市）口頭（一般）
◦大窪和明、奥村誠：使用済み製品回収システムの変動リスクに対する反応［第 43
回土木計画学研究発表会］（2011年 5月 28日～ 2011年 5月 29日、日本国、筑波市）
口頭（一般）
◦山口裕通、奥村誠、大窪和明：都市間交通サンプル調査における鉄道サンプルの拡




年 5月 28日～ 2011年 5月 29日、日本国、筑波市）口頭（一般）
－ 248－
地域計画科学研究分野
科学研究費補助金獲得実績（2011年 4月～ 2012年 3月）
若手研究B　2011年 4月～ 2012年 3月
　［循環型社会の構築に伴う企業集積に関する研究］





























































































行政機関・企業・NPO等参加（2011年 4月～ 2012年 3月）
NPO法人シベリア研究所（NPO）　理事長 2006年 2月～現在




学位授与（2011年 4月～ 2012年 3月）
修士　1名











国際会議　発表・講演（2011年 4月～ 2012年 3月）
TU-SBRAS Seminar jointly ISTC Project Seminar -Forest Monitoring System-
（2011年 11月 25日～ 2011年 11月 25日、ロシア、ノボシビルスク）口頭（招待　特別）
国際会議　主催・運営（2011年 4月～ 2012年 3月）
第 3回日露学長会議
（2012年 3月 19日～ 2012年 3月 20日、日本国、仙台）［運営］実行委員
－ 252－
環境情報科学研究分野
国際会議　主催・運営（2011年 4月～ 2012年 3月）
TU-SBRAS Seminar jointly ISTC Project Seminar -Forest Monitoring System-
（2011年 11月 25日～ 2011年 11月 25日）［主催］共同主催




科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2011年 4月～ 2012年 3月）
（挑戦的）萌芽研究 2011年 4月～ 2013年 3月
　［森林火災管理による CO2排出量取引のシナリオ］
その他の競争資金獲得実績（2011 年 4 月～ 2012 年 3 月）
研究シーズ探索プログラム 2011年 5月～ 2012年 3月
　［衛星画像データベースシステム公開継続と黄砂の可視化］
平成 23年度第 3次補正予算 2011年 9月～ 2012年 3月
　［衛星観測解析システム修理］
研究論文（2011年 4月～ 2012年 3月）
1）Three-dimensional histogram method for Asian dust identification using 
MODIS images. [the 32nd Asian Conference on Remote Sensing (ACRS2011), 
(2011)] Izumi Nagatani and Jun-ichi Kudoh
2）CO2 Reduction System by the Huge Forest Fires Control. [TU-SBRAS Seminar 
jointly ISTC Project Seminar-Forest Monitoring System-, (2011)] J.Kudoh and 
M.Ito
3）CO2 Reduction System by the Management of Forest Fires. [TU-SBRAS 





･東北大学－ロシア科学アカデミーセミナー 開催（2011年 11月 25日、ノボシビルスク）
･日露人文社会フォーラム準備（2011年 12月 8～ 9日、モスクワ大学）




･ 東北大学とニジェゴロド大学 大学間学術交流協定締結（2012年 3月 19日）
･東北大学と極東連邦大学 大学間学術交流協定締結（2012年 3月 19日）
･第 3回日露学長会議の実施（2012年 3月 19-20日、東北大学）


































電子情報通信学会、The Institute of Electrical and Electronics Engineers （IEEE）、物
理探査学会、日本地熱学会、資源・素材学会、Society of Exploration Geophysicists


















学外の社会活動（2011年 4月～ 2012年 3月）
◦金屬鉱業亊業團　鉱物資源探査に係る硏究會委貟（その他）1995秊 2月～現在
•電子情報通信学會電磁界理論硏究會專門委貟（その他）1996秊 10月～現在






































受賞・その他特記事項（2011年 4月～ 2012年 3月）
ハイテク技術を駆使して埋蔵物の存在を明らかにする、地中レーダ探査（河北新聞・
河北抄 2012年 3月 22日）
国際会議　主催・運営（2011年 4月～ 2012年 3月）
IEEE Geoscience and Remote Sensing Symposium (IGARSS) 2011
（2011年 7月 25日～ 2011年 7月 29日、カナダ、バンクーバー）［主催］General 
Chair
国内会議　主催・運営（2011年 4月～ 2012年 3月）




科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2011年 4月～ 2012年 3月）
基盤研究A 2011年 4月～ 2014年 3月
　［最適空間サンプリングによる地雷検知用レーダイメージングの効率化］
その他の競争資金獲得実績（2011 年 4 月～ 2012 年 3 月）
戦略的国際科学技術協力推進事業 2008年 1月～ 2011年 12月
　［地中レーダ (GPR)による高精度地下 3次元可視化］
著書（2011年 4月～ 2012年 3月）
1）Subsurface Sensing（執筆担当部分）Ch.11.8 758-769. [Wiley, (2011) 9月 ] Motoyuki 
Sato
研究論文（2011年 4月～ 2012年 3月）
1）Estimation of Biomass of Tree Roots by High Accuracy Ground Penetrating 
Radar. [Proceeding of the 124th SEGJ Conference, (2011), 291-294] Y. Yokota, A. 
Gaber, M. Masayoshi, and M. Sato
2）Robust estimation of dielectric constant and layer thickness by GPR antenna 





4）Near-Surface 3D Imaging of Buried Metallic Objects Using Real-Time Data 
Fusion of GPR and IGPS. [JpGU International Symposium, (2011)] A. Gaber, Y. 
Yokota, M. Masayoshi, and M. Sato
5）Characterizing subsurface fractures based on forward molding of EM scattering 
from synthesized fractal fractures. [JpGU International Symposium, (2011)] 
Khamis Mansour, Motoyuki Sato
6）Fermi GPUを用いたディレクティブによる FDTD 高速計算。［GTC Workshop 
Japan 2011, (2011), P07-P07］園田潤、佐藤源之
7）FDTD 法を用いた GPR シミュレーションの GPU 実装による高速化。［信学技報、
EMCJ2011-50, (2011), 37-42］小関勇気、園田潤、昆太一、佐藤源之
8）New challenges of Ground Penetrating Radar for Archaeological Survey. [Proc. 
The Safeguard of Cultural Heritage:A Challenge from the Past for the Europe 
of Tomorrow, (2011), 189-191] Motoyuki Sato
9）Estimation of Biomass of Tree Roots By GPR With High Accuracy Positioning 
System. [Geoscience and Remote Sensing Symposium (IGARSS), 2011 IEEE 
－ 258－
資源環境科学研究分野
International, (2011), 190-193] Yuya Yokota, Masayoshi Matsumoto, Ahmed 
Gaber, Mark Grasmueck, Motoyuki Sato
10）Data interpolation and resampling for a synthetic aperture radar data. [Geoscience 
and Remote Sensing Symposium (IGARSS), 2011 IEEE International, (2011), 
652-655] Shunichi Kusano, M. Sato, Y. Yokota
11）Robust estimation of dielectric constant by GPR using an antenna array. 
[Geoscience and Remote Sensing Symposium (IGARSS), 2011 IEEE International, 
(2011), 178-181] Hai Liu, Motoyuki Sato
12）Wideband stepped-frequency ground penetrating radar. [Geoscience and Remote 
Sensing Symposium (IGARSS), 2011 IEEE International, (2011), 55-58] Takashi 
Kido, Yuya Yokota, Fumika Kawahara, Motoyuki Sato
13）Application of 3-D migration algorithm to GPR on an irregular ground surface. 
[Geoscience and Remote Sensing Symposium (IGARSS), 2011 IEEE International, 
(2011), 870-873] Andrey Klokov, Motoyuki Sato
14）Detection of lnapl contaminated soils by GPR. [Geoscience and Remote Sensing 
Symposium (IGARSS), 2011 IEEE International, (2011), 842-845] Qi Lu, Xuan 
Feng, Cai Liu, Hong-Li Li, Motoyuki Sato
15）Model-based polarimetric decomposition using PolInSAR coherence. [Geoscience 
and Remote Sensing Symposium (IGARSS), 2011 IEEE International, (2011), 
1087-1090] Si-Wei Chen, Motoyuki Sato
16）Analysis of electromagnetic wave scattering from a dielectric dihedral structure 
by polarimetric GB-SAR. [Geoscience and Remote Sensing Symposium 
(IGARSS), 2011 IEEE International, (2011), 1417-1420] Masayoshi Matsumoto, 
Motoyuki Sato
17）Assessing The Potential of Groundwater Resources West of Aswan, Egypt, Using 
ALOS/PALSAR Polarimetric Information. [Geoscience and Remote Sensing 
Symposium (IGARSS), 2011 IEEE International, (2011), 2761-2764] Ahmed Gaber, 
Magaly Koch, and Motoyuki Sato
18）Compressive Sensing Applied to Imaging By Ground-Based Polarimetric SAR. 
[Geoscience and Remote Sensing Symposium (IGARSS), 2011 IEEE International, 
(2011), 2861-2864] Riafeni Karlina, Motoyuki Sato
19）Moisture & roughness estimation algorithm over permafrost area. [Geoscience 
and Remote Sensing Symposium (IGARSS), 2011 IEEE International, (2011), 




20）March 11th Japan earthquake and tsunami, beyond the frontiers: what we observed 
by radar polarimetry. [Geoscience and Remote Sensing Symposium (IGARSS), 2011 
IEEE International, (2011)] Motoyuki Sato, Si-Wei Chen
21）SAR Remote Sensing of Buried Faults: Implications for Groundwater Exploration 
in the Western Desert of Egypt. [Sensing and Imaging, (2011)] Ahmed Gaber, 










25）ALOS / PALSAR Subsurface Imaging of A Buried Foundation in theWestern 
Desert, Egypt. [Geological Society of America, Abstracts with Programs, 43 (5), 
(2011), 140-140] GABER, Ahmed, KOCH, Magaly, SATO, Motoyuki, and EL-
BAZ, Farouk
26）Scattering mechanism analysis and deorientation effect investigation for 
oriented built-up areas using ALOS/PALSAR PolInSAR data sets. [3rd ALOS-
2/3 Workshop, (2011)] Si-Wei Chen, Motoyuki Sato
27）FDTD 法における丸め誤差伝播の定量化。［電学研資、EMT-11-107、（2011）、
7-11］小関勇気、園田潤、昆太一、佐藤源之
28）New GPR system for accurate velocity and thickness estimation of snow and 
ice on a frozen lake. [Proceedings of the 10th SEGJ International Symposium, 
(2011), 247-250] Hai Liu, Motoyuki Sato
29）Land subsidence damage detection and imaging using 3D-GPR in Iwaki city, 
Japan. [Proceedings of the 10th SEGJ International Symposium, (2011), 380-
383] A. Gaber, Y. Yokota, and M. Sato
30）Velocity spectrum analysis for dynamic groundwater level detection by GPR. 
 [信学技報 , (2011), 59-64] Hai Liu, Yuya Yokota, Motoyuki Sato
31）3D GPR Signal Processing for Detecting Natural Disaster Damages. [信学技 
報 , 111 (312), (2011), 71-75] A. Gaber, Y. Yokota, and M. Sato
32）Hand-Held GPR Imaging Using Migration for Irregular Data. [IEEE Journal 
－ 260－
資源環境科学研究分野
of Selected Topics in Applied Earth Observations and Remote Sensing, 4 (4), 
(2011), 799-803] Xuan Feng, , Motoyuki Sato, Cai Liu
33）SAR Remote Sensing of Buried Faults: Implications for Groundwater Exploration 
in the Western Desert of Egypt. [Sensing and Imaging: An International Journal, 
12 (3), (2011), 133-151] Ahmed Gaber, Magaly Koch, M. Helmi and Motoyuki Sato
34）Acceleration of FDTD Method Using a Novel Algorithm on the Cell B.E.. [IEICE 
Trans. Inf. & Syst, E94-D (12), (2011), 2338-2344] S.Endo, J.Sonoda, M. Sato, 
and T. Aoki
35）Humanitarian demining sensor ALIS and its deployment in Cambodia. [International 










39）ALOS / PALSAR full polarimetric observations of the Iwate–Miyagi Nairiku 
earthquake of 2008. [International Journal of Remote Sensing, 33 (4), (2012), 


























































九州大学・総合理工学府 · 量子プロセス理工学専攻修士課程 2007年修了




















国際会議　発表・講演（2011年 4月～ 2012年 3月）




・10th SEGJ international conference（2011年 11月 20日～ 2011年 11月 23日）
口頭（一般）
国内会議　発表・講演（2011年 4月～ 2012年 3月）
・物理探査学会　第 124回学術講演会（2011年 5月 10日～ 2011年 5月 12日） 
口頭（一般）
・物理探査学会　第 125回学術講演会（2011年 9月 13日～ 2011年 9月 15日） 
口頭（一般）
研究論文（2011年 4月～ 2012年 3月）
1）ESTIMATION OF BIOMASS OF TREE ROOTS BY GPR WITH HIGH 
ACCURACY POSITIONING SYSTEM [IEEE Geoscience and Remote Sensing 
Symposium, (2011)] Yuya. Yokota, Masayoshi. Matsumoto, Ahmed Gaber, Mark 
Grasmueck, Motoyuki Sato
2）WIDE BAND STEPPED-FREQUENCY GROUND PENETRATING RADAR. 
[IEEE Geoscience and Remote Sensing Symposium, (2011)] Takashi Kido, Yuya 
































































学外の社会活動（2011年 4月～ 2012年 3月）
旧仙台藩領の宮城県および岩手県南部での歴史資料保全活動（2003年～現在）
行政機関・企業・NPO等参加（2011年 4月～ 2012年 3月）
NPO法人宮城歴史資料保全ネットワーク　事務局長（2007年 4月～現在）
相馬市史　近世史部会　調査専門員
学内活動（2011年 4月～ 2012年 3月）
東北アジア研究センター研究推進委員会（2010年 4月～現在）
東北アジア研究センターシンポジウム企画委員会（2010年 4月～現在）
国内会議　発表・講演（2011年 4月～ 2012年 3月）


























科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2011年 4月～ 2012年 3月）
若手研究B研究代表者 2008年度～ 2010年度
　［18～ 19世紀における奥羽両国の地域間交流と地域形成に関する社会史研究］
著書（2011年 4月～ 2012年 3月）
1）平川新・佐藤大介編『歴史遺産を未来へ』、東北大学東北アジア研究センター報告
3集、全 99頁、2011年、査読無。






じて」、平川新編『よみがえる町の記憶 ̶ 通町・堤町・北山界隈の歴史 ̶ 』東北
アジア研究センター報告 4号、83-102頁、2012年、査読無。
4）佐藤大介「天保から幕末の通町 ̶ 東昌寺門前・菊田源兵衛家の社会活動」、平川
新編『よみがえる町の記憶 ̶ 通町・堤町・北山界隈の歴史 ̶ 』東北アジア研究
センター報告 4号、51-82頁、2012年、査読無。


























TEL / 022-795-6009　FAX / 022-795-6010
センター長・佐藤　源之




Center for Northeast Asian Studies
Tohoku University
